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保育者養成における音楽的専門性の育成

一幼稚園教師へのピアノ等鍵盤楽器に関する質問紙調査を手がかりに-
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I はじめに

保育者養成においては、ピアノを弾けること

が保育のために必要な音楽の能力の 1つとされ

ている。しかし、 学生の入学以前のピアノ等鍵

盤楽器の学習経験についてはさまざまであり、

ほとんど経験のない初心者も含まれているのが

現状である。限られた養成期間の中で、ピアノ

についてどのような能力を育てたらよいかにつ

いて、例えば宮脇 (2001)は、保育者に必要と

されるピアノについての音楽的能力は、幼児一

人一人を見守りながら弾き歌いをし、幼児の音

域に合わせて、時には移調ができて、更に身体

表現においては、その動きに合わせて即興的に

演奏できることである、と述べている。このよ

うに、楽曲の演奏技能だけではなく、保育のた

めに必要な弾き歌いや、身体的な表現の援助の

際などの即興的な演奏の技能や移調奏などの応

用力が必要とされる。

そして、 実際の保育の場で子どもを目の前に

した実践の中でどのようにピアノを使うかとい

うことも大切であると考える。

例えば、子どもが 「歌うJことを例に挙げれば
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いろいろな状況が考えられる。田上 (2004)は、

リラ ックスしているときに自由に 「一人でうた

う、少人数の友だちとうたう、そこで共通のイ

メージをも って仲間とうたう楽しさを知り、も

っとたくさんの友だちとうたいたいという気持

ちが育っていく 。保育者は、 『童話は、ピアノ

に合わせ、 全員でうたう 』という形式にとらわ

れず、まず一人ひとりの中に何が育っているの

か、今必要な経験は何であるのかを日々考えて

いきたいものであるjと述べている。このよう

に、子どもの音楽活動の援助において、どのよ

うな場面でピアノの技能が生かされるのか、あ

るいはピアノなしで歌うことだけを楽しむ方が

ふさわしい状況なのか、といった保育の中での

ピアノの使い方やその場に応じた演奏方法など

についても養成の場で学生に指導する必要があ

るといえよう 。今川 (2004)は、保育者養成に

おいて、「音楽に関する知識より、子どもに対

する視点を育てることがずっと重要」であるこ

とを指摘している。

つまり、 養成の場で初心者が入門用の教則本

として例えばバイエルにあるような曲が弾ける

ようになりさえすればよいわけでも、弾ける学

生には何も教えなくてもよいわけで、もない。学

習経験が多いことや、通常のピアノの演奏技能

のレヴェルが高ければ、保育の場で求められる

技能についても 自ずと高いということはいえず、
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それらが一致するとは限らない。例えば弾き歌

いについては、学習経験にかかわらず、ほとん

どの学生が初めて学ぶといってもよいし、そこ

には歌う技能についての要素と、伴奏としての

技能の要素が入ってくる。加えて、子どもの歌

う状況に応じて伴奏を移調したりアレンジする

方法も必要となってくるだろう 。これらは通常

のピアノの演奏技能だけを学ぶことからは得ら

れない応用力といえる。また、即興的な演奏の

技能を用いて、子どもの身体的な表現の援助や

指導方法の中で生かすことは、どの学生も養成

機関に入学する以前に触れたことはないといっ

てよいのでないかと推測される。

このように、単なる楽曲の演奏技能だけにと

どまらず、これらの技能を用いて、保育の場で

実践的にどう使うか、すなわち子どもへの援助

や指導方法の中でいかに生かすかということを

も含め、保育のために必要な能力と考える。そ

れは、いいかえれば保育者としての音楽的専門

性ともいえよう(奥村 ・山根 ・志村、 2007)。

それは幼児自身の音楽的「表現」に日を向け、

幼児の表現を基盤とした保育活動を行うために

必要な専門性に他ならず、ピアノの学習経験の

多少にかかわらず養う ことが求められよう (志

村ー ・奥村 ・坂田、 2004)。

では、子どもの表現活動のなかでも音楽的側

面からとらえられるものはどのようなものか。

例えば幼稚園教育要領の領域「表現」のねらい

及び内容を見てみると、その中には「歌を歌っ

たり j、「簡単なリズム楽器を使ったりする」ば

かりでなく、「生活のなかで様々な音、……(中

IJ硲)…・ーに気付いたり、楽しんだりする」、「生

活のなかで美しいものや心を動かす出来事に触

れ、イメ ージを豊かにする」、「感じたこと、考

えたことなどを音や動きなどで表現したり」す

る、などが挙げられており、保育者はこれらの

さまざまな広がりをもっ表現活動を援助する際、

どのような音素材に対しでも、敏感な感性をも

って子どもに向き合うことが求められると考え

る。
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大場 (1996) は、その著書 『表現原論幼児

の「あらわしJと領域「表現JJの中で、子ど

もが触れる楽器の音の質について、耳をつくっ

ていくためにも非常に重要であり、楽器をめぐ

る音楽的な環境と、それへの子どもの接点とは

何かを根本的に考え直す必要性を説いている。

保育者が弾くピアノについても同様であり、子

どもは日々、保育者の弾く音、音楽を「聴く j

のである。それは子どもにとって大切な音であ

り、また音楽との出合いとなるものである。大

畑 (1997)が、「子どもと音の出会いを認め、

援助する大人や子どもたちとのかかわりあいが、

感性と表現を育てる」と述べているように、子

どもの感性に働きかけることにもつながり得る

ものである。このような観点から考えると、例

えば弾き歌いの伴奏の楽譜などが技術的に難し

く感じる場合、それを無理して弾くよりも、で

きるだけ自分の技能のなかで余裕をもって音や

曲の持つイメ ージが伝わるような表現ができる

ように簡単な伴奏を選ぶこと、音を簡略化する

ことなどが選択肢として挙げられるのではない

かと考える。杉山 (1980) は、保育者に必要な

ものは、「子どもたちの歌をより楽しいものに

していく感受性と技術jであり、「むずかしい

伴奏を止まったり、間違ったりしながら弾くこ

とより、簡単な伴奏でも余裕をもって音楽的に

弾くことの方が、当然のことながら、音楽教育

上望ましいJと述べている。

以上の問題意識のもとに、本稿では、このよ

うなピアノに関連した専門性が実際の保育の場

ではどういう意識のもとに生かされているか、

幼稚園教師に質問紙調査を行った。その結果を

考察し、保育者養成において育成すべき音楽的

専門性をさらに明らかにする。

E 質問紙調査の概要

l 目的

本研究の目的は、幼稚園教師が自らの保育の

中で、ピアノに関連する音楽的な知識 ・技能、



さらには指導方法や演奏方法について何を必要

としているか、またピアノを使用する際にどの

ような困難を感じているかを明らかにすること

である。

2 対象

対象としたのは、東京都及び埼玉県内の私立

及び公立幼稚園に勤務する教師180名である。

調査用紙を郵送、あるいは持参により依頼した。

返送された回答は155名分で、あった。この中か

ら回答が不備だ‘ったもの、並びに現在クラス担

任をしていない者の回答を除き、 110名分を分

析の対象とした。その内訳は、私立89名、公立

21名で、男性 6名、女性104名であった。

3 実施時期

調査の実施時期は2008年 2 月 ~3 月であった。

4 質問項目

調査は以下に示した 3つの質問項目について

行った。

(1) 保育の中で子どもの表現や音楽活動を援

助する際に必要と思われることについて、

1)保育者に必要と考えられる音楽的な

知識・技能に関する12項目、及び、 2) 

保育の際に必要と考えられる指導方法に

関する12項目について、「必要であるj

C 

~ m ~. 
t 、つの 」 と だか

「やや必要であるJIどちらでもないJ
「あまり必要で、ないJI必要でない」の 5

段階で回答してもらった。各々の12項目

は、図 1及び図 2に示した。

( 2 ) 保育の中でのピアノ等鍵盤楽器の使い方

についての質問は、まず、これまでの保

育の中で、ピアノの弾き歌いについてど

のような点に難しさを感じたことがある

かを、 9項目を設けて尋ねた。「ある」

F 

「ゃゃあるJIどちらでもないJIあまり

ないJIない」の 5段階で回答 してもら

った。次に、歌の伴奏をしなければなら

ないとき、伴奏の楽譜が難しく感じられ

るものだった場合どのようにするかにつ

いて、 12項目を示し、その中から該当す

る項目を 3つ回答してもらった。また、

ピアノのいろいろな弾き方や使い方を、

10項目挙げ、その中で「身体的な表現の

援助jや「効果音」などとして使うもの

があれば、当てはまる項目すべてを回答

してもらった。さらに、「思い出のア ル

バムJ(増子とし作詞、本多鉄麿作曲)

の歌ぃ出しの一節に異なった伴奏をつけ

た5つの楽譜を提示して、自分が弾き歌

いするときのピアノ伴奏はどれか、 lつ

回答してもらった。譜例は 1から 5の通

りであるが、調査においては提示順をラ

C 

lLg L~ 
おもいだして 」 ら ん

譜例 1 メロディー譜と、コードネ ムのもの

とだか ごらん

譜例2 右手がメ ロディーを提示し、左手担当部分は単音である もの
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譜例 3 右手がメロディーを提示し、左手担当部分は和音とな っているもの

譜例 4 右手がメ ロディーを提示し、左手担当部分は分散和音となっているもの

こ と だ か おもいだして ご らん

譜{列 5 両手を使う伴奏型で、かつ歌のメ ロディーが独立して表示されているもの

ンダムにして行った。これらの譜例を選

んだ理由として、メロデイ ー譜のみでコ

ードネームを読み取りながら伴奏づけを

するパターン、右手メロデイ ー型のパタ

ーンの中でも左手担当部分が単音や和音

の、音の動きが少なく技術的にやさしい

方向を示すパターン、また右手はメロデ

イーではなく両手で伴奏型を弾くパター

ンなどと、どのような形態を選択するか

が、ピアノの専門性を探る大きな要因と

なると考えたからである。

( 3 ) 保育の中で子どもの表現や音楽活動を援

助する上で、 1 )今、一番大切だ、と考え

ていること、また 2)問題と思っている

18 

こと、 3)工夫していること、について

自由記述として回答欄を設け、記入を依

頼した。

E 調査結果と考察

ここでは、保育者に必要と考えられる音楽的

な知識 ・技能、保育の際に必要と考えられる指

導方法、保育の中でのピアノ等鍵盤楽器の使い

方について、及び現在大切だと考えていること、

問題と思っていること、工夫していることなど

についての自由記述をまとめ、それらの結果を

報告し、以下各々について考察する。



1 保育者に必要と考えられる音楽的な知識・

技能

まず、保育者に必要と考えられる音楽的な知

識・技能についての質問についての結果を図 1

に示す。この図は項目ごとのデータから、「必

要JIやや必要」の回答を合わせて、高かった

パーセンテージの順に並べたものである。

図からもわかるように、「必要」と回答され

たパーセンテージの高い項目は、「手遊び歌や

遊び歌に対する知識J(72.7%)が最も高く、

「保育者の弾き歌いの技能J(66.4%)、「保育者

自身の歌い方や声の表現技法J(59.1%)、「子

どもが歌う歌のレパートリーJ(59.1%)の4

項目が50%を超える結果を示した。次いで、

「子どもの身体的な表現を援助するピアノの演

奏技能J(42.7%)、「劇遊び、お話などの際ピ

アノを効果音として使う技能J(38.2%)、「登

1保育者自身の歌い方や声の表現技法

5 手遊び歌や遊び~‘に対する知識

6保育者の縛き歌、、の技能

4子どもが歌うll:<めレパートリー

7子どもの身体的な表現を援助するピアノの演奏技能

2子ど、もの歌の表現に関する知識

8露IJi5!び，お話などの際ピアノを効果音として使う技能

3子どもの音楽発達に関する知識

自主量函E寺な在、生活のなかm款の 1ノパートリー

11合奏曲な左の編曲の知識

12ピアノ以外の楽器を演奏する技能

10音楽に関する理論

-必要

。%

置やや必要

・ど、ちらでもない

園時など生活の中の歌のレパートリー」

(37.3%) I子どもの歌の表現に関する知識」

(36.4%)、「子どもの音楽発達に関する知識」

(30.0%)、という結果となった。

次に、「必要」と「やや必要」を合わせたパ

ーセンテージが高い項目を見ると、 「保育者自

身の歌い方や声1の表現技法J(98.2%)、「手遊

び歌や遊び歌に対する知識J(93.4%)、「保育

者の弾き歌いの技能J(93.4%)、「子どもが歌

う歌のレパートリーJ(90.0%)の 4項目が

90%以上で最も多かった。次いで 「子どもの身

体的な表現を援助するピアノの演奏技能」

(85.5%)、「子どもの歌の表現に関する知識」

(79.1 %)、「劇遊び、お話などの際ピアノを効

果音として使う技能J(76.4%)、「子どもの音

楽発達に関する知識J(76.4%)、「登園時など

生活の中の歌のレパートリーJ(74.5%)の 5

20% 40% 60% 80% 100% 

aあ主主り必蓉でない

震必要でない

図 I 保育者に必要と考えられる音楽的な知識・技能
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項目がやや高いパーセンテージを示した。

一方、「必要」と回答されたパーセンテージ

が低かった項目は、「ピアノ以外の楽器を演奏

する技能J(9.1%)、「合奏曲などの編曲の知

識J(6.4%)、「音楽に関する理論J(3.6%)の

3項目であった。なお、この 3項目について、

「あまり必要でないjと「必要でないjを合わ

せた結果は、「音楽に関する理論J(22.7%)、

「合奏曲などの編曲の知識J(10.0%)、「ピアノ

以外の楽器を演奏する技能J(5.5%)であった。

以上の結果から、ここで挙げた項目の中にお

いて、「保育者自身の歌い方や声の表現技法」、

「手遊び歌や遊び歌に対する知識」、「子どもが

歌う歌のレパートリー」とともに、ピアノに関

連した「保育者の弾き歌いの技能Jはとりわけ

必要とされていることがわかった。 またピアノ

に関連した項目としては弾き歌いとしてだけで

3 手遊び~.遊び歌を用、、た指導方法

4弾き致、、を用いた指導方法

1子どもの一般的な音楽発達に即した待導方法

11 簡易楽器仇ヌタネット，鈴な却を用いたt~導方法

5.1::'アノ等で身体的な表現を援助する抱導方法

6..(l~あそび，お話など、め際ピアノ:を効果普として{買う方法

10田子ども一人ひとりに対応した循導方法

9手ぜもの芦域に合わせ，移設奏を用いて指導する方法

7登箇時なE生活の中で、音来を用、、た指導方滋

2多種多様な歌唱教材を用いた指導方法

12. ピアノ以外a)楽器(ギターな~.)を用いた指導方法

gコードネームによる弾き歌、、を用いた指導方法

-必要
。%

ーやや必萎

なく、身体的な表現についての援助や、劇やお

話ーなどの際にもその援助として使うことが示さ

れた。養成の場のこれまでの指導内容が「弾き

歌い」に特化することがなかったか、ピアノ指

導のあり方が問われる結果であった。 どのよう

なピアノの技能の要素がどのような保育場面で

使われるかという視点から、よく検討していく

ことが養成における課題となろう 。

2 保育の際に必要と考えられる指導方法

次に、保育の際に必要と考えられる指導方法

の質問項目についての結果を図 2に示す。 この

図についても図 1と同様に項目ごとのデータを、

「必要Jiやや必要」を合わせて、高かったパー

センテージの順に並べたものである。

「必要」と回答されたパーセンテージが高か

った項目は、「手遊び歌、遊び歌を用いた指導

.‘ ι， 

i 、

， 

" ， ， ， ， 

， 
‘....".. ， 、，

， ， 
九ー

箇圃幽

20% 40% 60% 80% 100% 

.Eちらでもない

聾あまり必要でない

圃必要でない

図 2 保育の際に必要と考えられる指導方法

20 



方法J(60.0%)、「弾き歌いを用いた指導方法J
(52.7%)の2項目であり、次に、「子ども一人

ひとりに対応した指導方法J(40.0%)、「簡易

楽器(カスタネッ ト、鈴など)を用いた指導方

法J(37.3%)、「ピアノ等で身体的な表現を援

助する指導方法J(35.5%)、「子どもの一般的

な音楽発達に即した指導方法J(35.5%)、「劇

遊び、お話などの際ピアノを効果音として使う

方法J(33.6%)、「子どもの声域に合わせ、移

調奏を用いて指導する方法J(33.6%)の 6項

目が続いた。

また、「必要jと「やや必要」を合わせると、

「手遊び歌、遊び歌を用いた指導方法」

(90.9%)、「弾き歌いを用いた指導方法」

(90.9%)の 2項目が最も高かった。次いで

「簡易楽器(カスタネット、鈴など)を用いた

指導方法J(85.5%)、「ピアノ等で身体的な表

現を援助する指導方法J(84.5%)、「子どもの

一般的な音楽発達に即した指導方法J(83.7%)、

「劇遊び、お話などの際ピアノを効果音と して

使う方法J(78.2%)の4項目となった。

これらのことは、指導や援助の際において、

「手遊び歌や遊び歌を用いた指導方法jと合わ

せて、ピアノによる「弾き歌い」が最も必要と

されている可能性を示す。また、「ピアノ 等で

子どもの身体的な表現を援助する指導方法J、

及び「劇遊び、お話などの際ピアノを効果音と

して使う方法jも、指導や援助の方法として必

要と考えられていることが示された。保育のい

ろいろな場面で、ピアノに関しては、弾き歌い

ばかりでなく、楽譜を見てそのまま弾くだけで

はないピアノの即興的な使い方や、移調奏など

の応用力を用いて指導方法や援助の中で生かす

ことが望まれていることがわかった。

3 保育の中でのピアノ等鍵盤楽器の使い方に

ついて

この項目では、まず、「これまでの保育のな

かで、ピアノの弾き歌いについてどのような点

に難しさを感じたことがあるか」について、次

に、「歌の伴奏をしなければならないとき、伴

奏の楽譜が難しく感じられるものだ、った場合ど

のようにするか」について、そして、「ピアノ

のいろいろな弾き方や使い方」について、最後

に rT思い出のアルバム』の歌い出しの一節の

5つの譜例から自分が弾き歌いするときのピア

ノ伴奏はどれかJについての結果と考察を述べ

る。

1 )これまでの保育の中で、ピアノの弾き歌い

についてどのような点に難しさを感じたこ

とがあるかについて

この質問項目についての結果を、難しさを感

じたことが「ある」と「ゃゃある」を合わせた

パーセンテージが多い順に並べ替え、図 3に示

した。この中で、難しさを感じたことが「あ

る」という回答が最も多いのは、「弾かなけれ

ばならない曲が難しいJ(37.3%)で、次いで

「子どもに指示を出しながら弾けない」

(18.2%)、「子どもの歌 う様子を見ながら弾け

ないJ(17.3%)であった。

次に、「あるjと「ゃゃあるjを合わせた回

答の多い項目は、「弾かなければならない曲が

難 しいJ(76.4%)、「子どもの歌う様子を見な

がら弾けないJ(51.8%)、「子どもに指示を出

しながら弾けないJ(50.9%)、「伴奏を間違え

たときに流れが止まるJ(48.2%) という結果

であった。

一方、難しさを感じたことが「ない」と回答

の多い項目は、「子どもの歌とピアノが合わな

いJ(22.7%)、「実際の音を聞く余裕がないJ
(22.7%)、「歌う ことに集中するとピアノが弾

けないJ(21.8%)、「弾くことに集中する と歌

えないJ(19.1%)であった。

次いで難しさを感じたことが「ない」と「あ

まりない」を合わせた回答では、「子どもの歌

とピアノが合わないJ(63.6%)、「実際の音を

聞く余裕がないJ(56.4%)、「歌う こと に集中

するとピアノが弾けないJ(51.8%)、「弾くこ

とに集中すると歌えないJ(50.9%)が上位 4

項目で、続いて「伴奏を間違えたときに流れが
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1.弾かなければならない曲が難しい

3.子 どもの歌う様子を見ながら弾けない

4.子どもに指示を出しながら弾けない

2.伴奏を間違えたときLこ涜れが止まる

5.音楽的な表現ができない

8.歌うことに集中するとピアノが弾けない

7.弾くことに集中すると歌えない

6実際の音を聞く余裕がない

9.子どもの歌とピアノがあわない

誌面園田園圃圃問調盟国国

正ミ:::1静一一一一一一一一一一「‘説幽匝te需 3

E E  ーー-

。% 50% 100% 

-ある

Bやゃある

繍どちらでもなし、

・あまりない

・ない

図 3 これまでの保育のなかで、ピアノの弾き歌いについてどのような点に難しさを感じたことがあるか

止まるJ(42.7%) r子どもの歌う様子を見なが

ら弾けないJ(38.2%)、「子 どもに指示を出し

ながら弾けないJ(37.3%)という結果であっ

た。

これらの結果から、調査の対象者の 4人のう

ち3人が「弾き歌いの技能」について何らかの

困難を感じているということが示されている。

幼稚園での弾き歌いの曲については、例えば小

学校における歌唱共通教材のような存在がない

だけに、教材選択の多様性があると考えられる。

現代の子どもが歌う曲の中には、リズムやハー

モニーがより複雑化した曲が含まれているとも

いえ、そのことも曲の難しさを感じる 1つの要

因といえるかもしれない。養成の場において、

難易度のさまざまな伴奏譜の中から自分が余裕

をもって弾ける楽譜、弾きやすい楽譜を選ぶ力、

難しいと思う楽譜を簡略化する力という観点か

らの指導の必要性が示唆される。

また、「子どもの歌う様子を見ながら弾けな
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ぃ」、「子どもに指示を出しながら弾けないj、

「伴奏を間違えたときに流れが止まるJの 3項

目については、弾き歌いを用いた指導方法、つ

まり鍵盤楽器を用いて指導するときの難しさで

あり、それらに何らかの困難を感じているとい

う回答が、ほほ50%前後の割合という結果とな

って示された。一方、この 3項目について、難

しさを感じることが 「ない」、「あまりないJと

いう回答を合わせると40%前後を示し、回答の

二極化がとらえ られた。しかし多くの教師が難

しさを感じているという現状があることは結果

から示されている。

ところで養成機関に在籍する学生の場合、子

どもと向き合って保育の中でピアノの技能を生

かす機会は、 実習などに限られているだろう。

それに初心者も含まれる学生へのピアノの指導

においては、まずピアノが弾けるようになり、

その上で自分自身で歌いながらピアノを弾くこ

とができるようにすること、つまり自分で弾き



歌いすること自体の技能を身につけることが前

提となる。弾き歌いができるようにするだけで

も精一杯の学生もいるのが現状であろう 。しか

し実際の保育の場ではその弾き歌いの技能を用

いて子どもを目の前にして指導あるいは援助を

していくことになる。例えば楽譜や鍵盤を見な

いで子どもの様子を見たり、子どもに指示を出

したり、ピアノを弾くことに専念できない状況

の中で弾き歌いをすることが求められる。養成

の場では学生がより難しい曲を演奏できること

を目指すだけではなく、簡単な曲でも楽譜や鍵

盤を見ないで弾く体験や、指示を出しながら弾

くことをする経験なども授業の中でより実践的

に取り上げ指導することが大切と考える。この

ような保育の中で子どもと向き合って音楽活動

をする際のピアノの用い方について、「表現J
の領域に関連した授業のカリキュラムの中に系

統的に組み入れ、より具体的な実践例を示し、

指導していくことが必要といえよう 。

6鑓しいと思う部分在自分なりに簡略化(易し<)して弾〈

10 同\:;幽でより簡単な伴奏で替かれ，~、る楽譜在縛して弾〈

7.自分で、弾りるレベルの伴奏に自分で、編曲する

3メロヂィー部分だけを弾〈

1婚し<<も伴奏だけは練習して弾く

国コードネームがついている栄諸ならば、書いてある伴脅の甘わりに

コードネームを読み取りながら伴奏する

9音楽が得意な先生に楽譜を易しいものに編曲しTもらう

5市販のCDやテープなどを利用する

12.11也の先生に管わっTもらう

11.11自の先生に伴奏を弾いてもらい，それを録音したもめを利用する

8伴奏しない

4.fI自の楽器で、伴奏する

。%

2 )歌の伴奏をしなければならないとき、伴奏

の楽譜が難しく感じられるものだった場合

どのようにするかについて

この質問項目についての結果を、パーセンテ

ージが多い)1聞に並べ替え、図 4に示した。

伴奏に困難を感じたときの対処法についての

質問である。最も回答の多かったのは、「難し

いと思う部分を自分なりに簡略化(易しく)し

て弾く J(82.7%)で、2番目に多い回答は、

「同じ世lでより簡単な伴奏で書かれている楽譜

を探して弾く J(49.1%)であった。次いで

「自分が弾けるレヴェルの伴奏に自分で編曲す

るJ(38.2%)、「メ ロデイ一部分だけを弾く」

(34.5%)、「難しくても伴奏だけは練習して弾

くJ(31.8%)、「コードネームがついている楽

譜ならば、書いてある伴奏の替わりにコードネ

ームを読み取りながら伴奏するJ(26.4%)の

4項目であった。

また回答が10%に満たなかった項目は、「他

の楽器で伴奏するJ(2.7%)、「伴奏しない」

20% 40% GO% 00う6 100% 

図4 歌の伴奏をしなければならないとき、伴奏の楽譜が難しく感じられるものだった場合どのようにするか
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(2.7%)、「他の先生に伴奏を弾いてもらい、そ

れを録音したものを利用するJ(3.6%)、「他の

先生に替わってもらうJ(5.5%)、「市販の CD

やテープなどを利用するJ(8.2%)の 5項目で

あった。

これらのことから、伴奏を難しく感じたとき

は、楽譜をそのままの形で使うよりも 、自分の

力で何らかの方法で簡略化すること、またより

簡単な伴奏で書かれている楽譜を探すことなど

が主に示された。伴奏の楽譜については、現在、

簡易伴奏で書かれている楽譜も数多く出版され

ており、あるいはネット上などでも検索可能な

時代でもある。養成の場で、学生にこうした検

索の方法を提示することも、ピアノを指導する

上で意味のあることと考える。

一方、ピアノ以外の楽器の使用、市販の CD

やテープなどを利用するなど、自分がピアノを

弾かないという選択肢は低い割合を示し、楽譜

を簡略化することなど回答の上位に挙げられた

項目からも示されるように、なるべくなら自分

自身でピアノ伴奏することの中でベストを尽く

9速いテンポや遅いテンポなど逮8を変えて弾〈

1.音の高さを変えて弾〈

8.強弱を変えて弾く

3.隣り合う鍵盤を交互Lこすばや〈鳴らす(トリル)

1.鍵盤上で指を滑らせて、連続して鳴らす(グリッ
サンド)

5.右のペ夕、1しを使う

4.和音を構成する音を一度Lこ弾かず、順番Lこ鳴らし
ていく(アルペジオ)

10.伴奏部分の音型やリズムを変えて弾〈

2.手のひらやこぶしで鍵盤を仰さえる(クラスター)

6.左のペダル:を使う

0% 

そうとしていることが窺われた。

3 )ピアノ のいろいろな弾き方や使い方で、身

体表現の援助や効果音などとして使うもの

があるかについて

この質問項目は複数回答可である。結果をパ

ーセンテージが多い順に並べ替え、図 5に示し

た。上位 3項目は、「速いテンポや遅いテンポ

など速さを変えて弾く J(93.6%)、「音の高さ

を変えて弾く J(86.7%)、「強弱を変えて弾く J
(77.3%)であった。これらの弾き方は、身体

表現等のとき、即興的なア レンジの方法として

よく使われていると推測される。

次にやや多い項目としては、「トリルj

(63.4%)、「グ リッサン ドJ(58.2%)、「右のペ

ダルJ(57.3%)であった。また回答が半数以

下であった項目は、「アルペジオJ(49.1%)、

「伴奏部分の音型やリズムを変えて弾く」

(4l.8%)、「ク ラスターJ(27.3%)、「左のペダ

ルJ(12.7%)であ った。身体的な表現等や効

果音で「トリルjや「グリッサンド」は即興的

な奏法としてやや多く使われていること、また

2ωも 40% 6のも 8のも 10のも

図 5 ピアノのいろいろな弾き方や使い方で、身体表現の援助や効果音などとして使うものがあるか(複数回答可)
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右のペダルは音響的な効果を出す際にややよく

使われている こと が窺える。一方、「クラスタ

ーjも楽譜に とらわれず弾ける即興的な奏法と

いえるが、「 トリ ル」ゃ「グリッサ ンド」と比

べて、あまりな じみがないかもしれない。「左

のペダル」は保育の中で、は使っても音響的には

あまり効果がないととらえられていることがわ

かる。

即興的な表現のためのいろいろなピアノの弾

き方については、楽譜通り決められた指の動き

で弾くというよりも、弾き手の自由に任せられ

る要素を含んでいるといえよう。ある幼稚園教

師は養成機関の学生時代には初心者と してピア

ノ学習を始めたが、グリッサンドやト リルなど

の即興的な弾き方は指導を受けたことがなく、

実習先の先輩の先生からそれを教えてもらった

ときに少しピアノが自由になった気がしたと筆

者に語った 1)。上谷 (1996)は、ピアノの即興

的な表現を養成機関の学生に指導することに関

して、「楽譜からアプローチという従来通りの

ピアノ教育のあり方のほかに、楽譜にとらわれ

ず、また保育者のピアノに対する得手不得手に

かかわらず、……(中略)…ーピアノをプリミ

テイブに捉える こと によって、簡単な即興表現

が可能なのではないかと考えた。Jと述べ、「楽

譜がうまく読めなくても指が思うように動かな

くても、自分なりのピアノの使い方を見つけれ

ば、例えば一本指や数個の音だけで、表現した

い気持ちゃイメージを音にすることができるの

ではないかJと指摘している。筆者も養成機関

のクラス授業の中で、楽譜にとらわれない即興

的な表現についての指導を取り入れている。例

えば隣り合う音の「ラ」と「ソJの 2音や

「ド」と「レjの2音を使い、音の高さや速さ、

強弱を変化させることで、コマが回る様子やダ

ンゴ虫、 小鳥、ゾウなど、さまざまなものの動

きのイメ ージな どを表現することができる こと

を実践したり 、グリッサン ドやクラスタ ーなど

の奏法を取り入れたいろいろな効果音としての

表現などを学生が学ぶ機会を設けている。たっ

た2音聞の音同士の動きの変化でも、またアル

ペジオでも手のポジション移動のない「 ドミ

ソjと「ドファラ」だけを繰り返し弾くだけで

も、いろいろなもののイメ ージが表現できるこ

とから、ピアノに苦手意識を持つ学生にも心理

的に抵抗なく習得できる演奏方法といえるので

はないかと考える。それは同時に実際の保育の

中でのピアノの使い方についても学ぶ機会にも

つながるものである。どんな単純な音の動きで

も、イメージの盛り込み方によっては、子ども

に伝わる表現として意味を持つといえよう。

さらにはどのような弾き方でピアノを鳴らす

とどのような響きが生まれるのかという音響的

な可能性を体験する こと は、学生り耳を養うと

いうことからも意味のあることといえよう。そ

のような観点から考えると、左のペダルについ

てもそれを使うことで音の変化に耳を澄ます体

験にもなり得るのではないだろうか。実際にピ

アノという楽器の音響的な可能性を知っておく

ということは大切なことである。左のペダルに

ついて使い方を知らない学生には知識と してだ

けでも、教えておく 必要があると考える。保育

の場で子どもと表現遊びをするときに、耳をす

まして聴くような静かな音が欲しいとき、より

弱い昔、ソフ トな音が表現できたらいいなと思

ったときに生かせるのではないだろうか。子ど

もの鋭敏な耳には、静かな音に聴き入る体験も

大切で、あろうと考える。

4) r思い出のアルバム」の 5つの異なる伴奏の

譜例から、自分が弾き歌いするときのピア

ノ伴奏を選ぶ質問項目について

ここでは諸例を提示して、具体的に教師がど

のような伴奏を用いているかを明らかにした。

表 1の結果からわかるように、「譜例 4J

(97.3%)の回答が最も多く、 110名中107名で

あった。その他、「諸例 2J (0.9%)、「諮例 3J

(0.9%)、「譜例 5Jがそれぞれ 1名の回答があ

ったものの、「譜例 1J (0 %)は回答した人が

一人もいなかった。最も多い回答が得られた

「譜例 4Jは右手メロデイ ー型で、伴奏部分の
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表 1 r思い出のアルバムJの 5つの異なる伴奏の譜

例から、自分が弾き歌いするときのピアノ伴奏

人数(名) 割合 (%)

諸例 l 。 。
諮例 2 1 0.9 

諸仔Ij3 1 0.9 

諮例 4 107 97.3 

議例 5 1 0.9 

音型が8分音符による分散和音である。

右手でメロデイ 一部分を提示する伴奏は、子

どもたちが歌の音程をとりやすいこと、 つまり

子どもの歌う音程などを提示するためにピアノ

が機能的に使われるということが考えられる。

また教師自身にとってみるとメロデイーライン

がピアノで奏されることは自らが歌いやすいた

めであることが推測される。すなわちメロデイ

ーを歌う際ピアノでメロデイ ーを弾いて音程の

確認をするのは、子どもだけではなく教師自身

も行っているのである。

これに対して「譜例 5Jの両手伴奏型はピア

ノ伴奏が歌のメロデイーとは別に独立した動き

になっている場合、このパターンではピアノで

メロデイーを提示しないために子どもが歌えな

い、歌いにくいという側面、また教師自身の弾

き歌いが技能の面で難しいという側面も考えら

れる。この両手伴奏型は、 普段の保育の中より

も、どちらかというと子どもたちが歌い込んだ

発表の場なと守で、使われる伴奏のパターンとして

とらえられてのではないかと推測される。

しかし、保育の中では、歌のメロデイーは本

来なら教師の歌声によって子どもに提示される

べきものであろう 。もし教師の声で子どもの耳

に十分伝わる平穏な声量で、音高、リズム、歌

詞などが明快なメロディーラインが提示できる

とすれば、ピアノでメロディーを弾かなくても

よいかもしれない。ところで、弾き歌いは、ピ

アノ伴奏とともに何よりも保育者の声で子ども

に歌いかけるものである。そして保育者が子ど
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もと歌を歌い合うとき、保育の状況や子どもの

発達段階によっては、弾き歌いの曲がピアノを

弾かずに子どもと向かい合って歌だけで表現さ

れるような状況もあるだろう 。奥村ー・山根・志

村 (2007) は、 養成に携わる立場から次のよう

に述べている。「教師となり現場で楽しく歌う

ことができるために、またここちよく聞ける声

の育成のために、われわれ養成する者は 『声』

の指導に責任をもたなくてはならないだろう 。

• (中略)一…保育室や教室で子どもに歌い

かける声、子どもとともに歌う声が養成校で指

導されなければならない。jそして、「学生自身

が自分の声を知ること、自らの声が育てられる

ことを経験して初めて子どもの声への理解や指

導が可能になる」として、声の表現を養成の場

で指導することの重要性を指摘している。養成

において弾き歌いのスキルとして、ピアノが弾

けるようになってから歌をつけていくという道

筋ばかりではなく、ピアノなしで歌だけで十分

に表現できるように学生に指導することが求め

られている といえよう。

また、右手メロデイー型のパターンの中でも

左手担当部分が単音や和音の、 音の動きが少な

く技術的にやさしい方向を示すパターンについ

ては、回答ではごく少数あるいは該当がなかっ

た。「思い出のアルバム」の曲の雰囲気やイメ

ージから、分散和音で、の伴奏のパターンが選ば

れたのではないかと推測される。しかし、保育

の場で子どもに指示を出したり、子どもの様子

を見るために楽譜や鍵盤から目を離しでも止ま

ったり しないで弾けるために、技術的に余裕を

もって弾けるようないろいろな伴奏のパターン

の選択肢を持つことは、保育者が子どもととも

に歌い合うことを楽しむためにも必要である。

養成の場でもコードネームの知識や伴奏づけに

ついてより重要な位置づけをすることが求めら

れる。それはあくまでも子どもとともに音楽活

動を楽しいものにすることが目的であるという

視点が大切で、あろう 。



4 一番大切だと考えていること、問題と思っ

ていること、工夫していることについて

1 )一番大切だと考えていることについて

一番大切だと考えていることについての自由

記述に回答した対象者の総数は102名であった。

「子どもが音楽活動の楽しさを味わうことが大

切だ」ということに触れている教師が最も多く、

50名であった。また、「子どもが音楽を表現し

たいという気持ちを高められるような援助をす

ることが大切だ」としている教師は18名であっ

た。子どもが音楽活動を楽しく意欲的に行うこ

とをまず大切なことと して考えていることがわ

かる。なお、 102名のうち、ピアノに関連した

回答は 6名と少なかったが、「一緒に楽しみな

がら、ピアノが止まることなく弾くことJとい

った保育の中で子どもと向き合ったときの自分

のピアノの技能の問題や、「学生のときに、な

るべくピアノに慣れておく」というような養成

の学生のときのピアノの学習経験の大切さにつ

いて述べられているものがみられた。

2 )問題と思っていることについて

問題と思っていることについて回答した対象

者の総数は78名であった。「声の指導などの方

法jについて困っているという回答が35名と最

も多く 、「弾き歌いの技能など教師自身のピア

ノに関する技能不足jについて問題としている

回答は26名であった。これらの回答から教師側

の指導や技能不足に主に問題点を感じている こ

とがわかった。なお、ピアノに関する技能不足

についての具体的な回答と しては、「自分のピ

アノのレヴェルが低いこと、練習時聞が思うよ

うにとれないことJI伴奏の技術の乏しさJI自

分がピアノを学校の授業でしかやったことがな

く初心者であり、うまく弾けないこと」などで

ある。保育の中でピアノを使って子どもに向き

合って援助あるいは指導するための前提となる

自分自身のピアノの技能についての問題に言及

している記述が多くみられた。

3 )工夫していることについて

工夫していることについて回答した対象者の
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総数は91名であった。「歌などの援助の方法」

について触れている回答が33名と最も多く、次

いで、ピアノに関連した「伴奏の工夫につい

てJの回答が14名であった。その中には、「新

しい曲のときは、 何回か伴奏な しで、歌ってみて、

子どもが少し歌えるようになってきたところで

伴奏っきにしています」というような、子ども

が歌を歌えるようになるまでの段階に応じて伴

奏のパターンを変える ことについて述べている

ものや、「歌は歌いやすいキーに直し」て子ど

もの声域に合わせて移調するという回答もあっ

た。単にピアノ伴奏の演奏能力だけではなく、

子どもの状況に応じてさ まざまな伴奏のパター

ンを弾けることや移調奏など、実際の指導方法

の中でピアノに関連した技能を生かす工夫をし

ていることが読み取れる結果となった。また、

子どもの声域に合わせ、移調奏を用いて指導す

る方法については、図 2に示した「保育者に必

要と考えられる指導方法」についての調査結果

にもみられるように、 6割以上の教師が[必

要」、「やや必要」ととらえている。これについ

てはピアノで調性を変えて弾く技能とともに、

子どもの声域についての知識や声の高さを聴く

力が求められる。養成の場でも単なる移調奏の

技能だけでなく、それを保育の中で具体的にど

のように用いられるかという ことも含めて専門

性としてとらえ、学生に指導する必要があると

考える。

U まとめ

以上の考察から、対象者の教師たちの傾向と

して、保育の中で単に弾き歌いだけでなく多様

なピアノの技能が必要であること、その技能が

あってこそ指導方法が成り立つと感じているこ

とがとらえられた。ここで、「保育者に必要と

考えられる音楽的な知識 ・技能」の12の質問項

目と、「保育の際に必要と考えられる指導方法」

の12の質問項目について、共通あるいは関連す

る項目の結果を照らし合わせてみてみよう。ま



ず、「手遊び歌や遊び歌」とともに「弾き歌い」

に関しては、「知識・技能j、「指導方法」とも

に必要ととらえられている。また、「ピアノ等

で子どもの身体的な表現を援助すること」、お

よび「劇遊び、お話などの際ピアノを効果音と

して使うこと」に関しては、「技能jとしても

「指導方法」と しても、必要なものとしてあげ

られている。

なお、図 l、図 2に示されるように、総じて

「知識・技能J(図1)の項目の方が、「指導方

法J(図 2)の項目よりも必要性を高く感じて

いることが窺われる。保育者として実際の「指

導方法Jに生かすための、より基礎的な力とし

ての「知識・技能jの必要性を教師たちが感じ

ていると考えられる。つまり、まず個人の持っ

ているスキルというものがあって、指導方法が

成り立っているという意識が読み取れる

また弾き歌いについては、多くの教師が弾く

曲が難しいことに困難を感じており、弾く曲の

難しさを解決するために伴奏を簡単にする方法

についていろいろな選択肢を持つことで解決し

ようとしていることが窺われた。自分がピアノ

を弾かないという選択よりもピアノを用いるこ

との中で適切な方法を選択しようとしていた。

さらに、ピアノのいろいろな弾き方については、

身体的な表現や効果音として多数の教師が経験

していることがとらえられた。そしてピアノの

メロデイー奏が、子どもの歌唱の再生に果たす

役割についての研究結果は、大きな示唆を与え

るものであろう。

これらのことから、 養成においても学生がピ

アノのいろいろな演奏技能の基礎的な力を身に

つけること、アレンジできる力をつけることな

どについての重要性をより認識することが求め

られよう 。そしてその技能が、保育の中で子ど

もの表現の援助、指導方法として生かされるも

のであるという視点に立ち、系統的に学生の専

門性を養っていくことが大事であろう 。

さらに養成において弾き歌いのスキルとして、

ピアノの伴奏部分ばかりの指導に偏ることなく、
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歌唱について、ピアノなしでも歌だけでも十分

に表現できるように学生を指導することが大切

である。いわゆるピアノ中心の発想からの脱却

が必要であり、養成の場でピアノによる弾き歌

いを指導する者は、歌うこととピアノを弾くこ

との両方を学生に指導できるスキルを持ち合わ

せていることが望ましいと考える。あるいはピ

アノを指導する担当教員と歌唱を指導する担当

教員が、共通の弾き歌いの曲について学生に指

導するなどの工夫が必要であろう。ここで養成

に携わるわれわれにこそ弾き歌いを指導するた

めに必要な専門性が必要であることを強調した

し、。

なお、弾くのが難しい等の理由で音を簡単に

する 11祭、それは決して弾けない人の「仕方がな

いj選択ではなく、自分の技能の中で余裕をも

って弾けることで、子どもの様子を見ながら弾

くゆとりが生まれたり、音楽的な要素を意識し

て表現ができることにつながるものであること

を認識することを忘れてはならないだろう 。保

育者が「どのように弾くかjということが、子

どもが「どのように聴こえるかjにつながるわ

けで、シンプルでも美しい響きや音を奏でよう

とする意識を求めたい。意味を持たない音や音

楽だと思ったときにはすでにそこには音楽的な

ものは存在しなくなる。自分にとって演奏技術

が難しく感じる曲を無理に弾いて音の氾濫に終

わってしまうような演奏より、どんなに単純で

も、子どもに伝える音、音楽として奏でること

が何よりも大切で、ある。保育においての音楽的

専門性は、そのような意識が根底にあることが

望ましいと考える。今後、今回と同様な調査を

小学校教師対象にも行い、幼稚園教師との意識

の相違、幼小の連携などに焦点を当て、教員養

成において実践的指導力につながる音楽的専門

性についての検討を行っていきたい(伊藤

2008)。
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A study of professionalism in music 

for kindergarten teachers: 

Through questionnaires regarding piano performance 

at their instruction 

Naoko SAKATA, Naoto YAMANE and Makoto ITO 
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In teacher education curriculum, it is generally regarded as essential to be good at playing the 

piano. This skill also includes utilizing piano performance effectively. In this study. we investigated 

what is kindergarten teacher professionalism in music. especially piano performance. Kindergarten 

teachers completed the questionnaire about music performance in the actual practice. The results 

show that they not only find it essential to play the piano and sing the songs but also to be able to 

improvise to the physical movement of the children or to change their performance as required. 

This study indicates that there is necessity to rethink teacher education curriculum and 

kindergarten teacher professionalism in music. 
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